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研究成果概要 
研究成果概要 
 東海—神岡間長基線ニュートリノ実験(T2K)は、茨城県東海村の大強度陽子加速器施設

(J-PARC)で生成したニュートリノビームを 295ｋｍはなれたスーパーカミオカンデ(SK)
に向かって打ち込み、電子型ニュートリノ(νe)出現現象の発見やミュー型ニュートリノ

(νμ)欠損現象の精密測定によってニュートリノ振動の全容を解明する実験である。平成

25 年(2013 年)には、それまで未発見であったνμからνeへの出現現象を観測することに

世界で初めて成功し、レプトンにおける CP 対称性の破れの観測への扉を開いた。T2K
実験では、νμからνeへの出現確率と、反ニュートリノ(ニュートリノの反粒子)における

反νμから反νe への出現確率との違いとしてレプトン CP 対称性の破れを観測すること

ができる。 
 T2K 実験では、レプトン CP 対称性の破れの観測に向けた指標を得るために、平成 26
年(2014 年)6 月より平成 28 年(2016 年)5 月末まで、主として反ニュートリノを生成する

運転モードでデータ収集を行った。5 月末までの運転では、ビーム強度 425kW での連続

運転を達成した。1.51×1021個の積分陽子数(そのうち 7.57×1020個がニュートリノ生成

モードで、7.53×1020 個が反ニュートリノ生成モード)に相当するデータを蓄積した。デ

ータ解析の結果、135 個のνμ事象、66 個の反νμ事象、32 個のνe 事象、4 個の反νe

事象を観測した。これらの 4 つの統計サンプルを用いた統合解析を行った結果、CP 保存

(δ=0,±π)を 90%の信頼度で棄却することに、世界で初めて成功した(発表論文 6)。また、

νμ損失現象の観測により、混合角θ23 を世界最高精度で観測している(発表論文 2)。さ

らに、1 個の崩壊電子を許容することでνe+p→e-+π++p(CC1π+)事象をタグする新たな

統計サンプル(約 11%の信号事象増加)を用いた解析を行い、5 個の信号事象を観測した。



平成28年10月末からはニュートリノ運転モードで実験を継続しており、平成29年(2017
年)3 月末の時点で最大 470kW での連続運転を達成している。 
 その他にも、前置検出器におけるミューニュートリノの反応断面積測定結果を論文と

してまとめた(発表論文 1,3-5)。さらに、T2K 実験の将来計画として、加速器やビームラ

インを 1.3MW へ増強し統計数を 2×1022個の積分陽子数に増やし、SK における解析の

向上と合わせることにより、3σを超える実験感度で CP 対称性の破れの発見を目指す計

画を検討した。そのプロポーザルを平成 28 年 7 月に開催された J-PARC 実験審査委員会

に提出し、Stage-1 Status が認められた。 
 平成 29 年 3 月には、初代実験代表者の西川公一郎氏が、2016 年の B. Pontecorvo 賞

を受賞した。 
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